






我々は,過去,冠状動脈壁の脂質沈着の有無とその area involvument と年令の関係並びに

area involvcrmcnt と血清総コレステロール値との相関を報告し(昭和 52 年度),次いで,家

族性高脂血症 11a の型の一小児例の冠状動脈造影所見と心電図所見の相関を検討(昭和 53

年度)し,小児期にも冠状動脈への脂質沈着がかなり高度に認められ,それによる虚血性変

化がおこる危険性があること,並びに,それらの変化が血清コレステロール値と相関がある

ことを報告してきた。 

ところで,動脈硬化には,血清総コレステロール値そのものより,VLDL,LDL,HDL コレステロ

ールの絶対量あるいは比率が重要な関係を持つことは広く知られるところであり,近年一

般日常臨床においても HDL 一コレステロールの定量がおこなわれるようになってきている｡

日常臨床では,簡便であるが故に沈澱法がおこなわれる頻度が高いが,沈澱法測定の信頼性

と各沈澱法測定値の相関については未だ議論が多い。その点,最近開発ささた微量超遠沈法

はより優れた測定法であるとの一般的評価があるように思われる。 

我々の施設においても,HDL コレステロールの臨床測定を実施するので,各簡易定量法の相

互検討を実施した。 


